平成27年度　　学級活動部研究活動の推進について
１　研究主題
　豊かに考え、力を合わせてよりよい学級をつくる学級活動の探究
～やってよかった！学級活動～
２　主題設定の理由
　　　　　    社会のルールやマナーが守れない、好ましい人間関係を築くことができない、他者を思いやれず自己の欲求や衝動を抑えきれぬ子ども達の増加―著しく変化する社会環境や価値観等への大人達の困惑や戸惑いが、子ども社会に深刻な影響を及ぼし、望ましい学級集団の育成を困難にしつつある。「規範意識や社会体験の乏しい」「他との望ましいコミュニケーションの経験が乏しい」子ども達が、「協力し、励ましあって活動すること」「所属する集団をよりよくすること」の実現を難しくしている。
この状況を改善するためには、「心豊かでたくましく生きる子どもを育てる」ことが一層強く求めら
れている。そのために、子どもたち自身の「人や地域社会への関わりを求める欲求」を喚起する活
動を展開し、彼等自身の力で、「生きる力」（＝変化の激しい社会で、いかなる場面でも他人と協調
し、自立して社会生活を送っていくために必要な実践力）を身につけてさせていくことが必要であ
る。その推進のためには、望ましい集団活動を基盤としてなすことにより学ぶ特別活動、とりわけ
学級活動の効果的な支援・援助をしっかりと積み重ねていくことが大切である。さらに、学級活動
の本時の実践だけではなく、事前や事後においても学級担任として成すべきこと（例えば学級の集
団育成や教科領域等との関連を考慮した支援・援助等）を、的確に行っていかねばならな。それに
より、一人一人の子どもの「考え、意見」をより深め、広めて話合いに臨ませることができる。本時
では、「学級担任の立場で支援・援助している内容を、効果的に活用する」「本時での活動体験を（広
い意味での）事後の活動につなげる」ことができる。事後では、「決まったことを豊かに実現してい
く」ことができるであろう。さらに、自主的活動を実践する過程では、子ども達が自己有用感を持ち、
自分達でやり遂げた達成感や成就感を味わわせたいと考える。
　学習指導要領の学級活動の目標には、「言語活動の充実」「道徳教育の実践の場」「体験活動の充実」
等が明示され、さらに、「望ましい人間関係の形成、諸課題を解決しようとする自主的実践的な態度
の育成」が重視されている。それらは、学力向上の土台となる学級経営や集団づくり等に密接に関連
している。また、大阪市の教育改革プログラムを推進する上で、学級活動の果たす役割は大きい。学
級活動で言語力の育成に寄与していくことは、確かな学力の向上につながる。また、社会性や思いや
りの心、学級や学校生活を創造する力を身につけることは、豊かな心の育成につながる。さらに、多
様な集団活動で個性を発揮することは、一人一人の個性を伸ばすことにつながるであろう。このよう
に、教育課程の教育内容との関連を図りながら学級活動を充実させていくことが、学級経営や集団づ
くりなど、本市の教育課題を解決するために大きく寄与していくと考える。

以上のことから、本研究部では研究主題を「豊かに考え、力を合わせてよりよい学級をつくる学
級活動の探究」と設定した。そして、よりよい学級づくりに結びつく学級活動を〝実感"できる実践
をめざすために、副主題を「　～やってよかった！学級活動～　」とした。
３　研究の内容と方法
低・中・高学年部にのみ分かれていた研究組織に、「理論」「学習指導材」「自主研究」等の任意の
自主研究グループを設ける。低・中・高学年部の研究実践内容に一貫性を高めていくと共に、学級

活動を理論的に深め、効果的な指導材の開発、基本的な指導材の一層の普及に努めていく。
⑴　研究の視点
①　子ども達が「豊かに考え」、「よりよく活動していく」ための支援・援助のあり方を実践的に研究し、その成果を深め広めていく。
　　②　学級活動やそれ以外の教科領域との関連から子ども達に「どのような力を身につけさせていくか」、そして「達成するための手立て」について学級担任の視点から総合的に研究していく。

③　学級活動の各指導過程における評価規準を作成し、評価の結果を指導に生かすことができる内容や方法を研究する。
④　学級活動の指導力向上に資するため、また学級活動実践の裾野を一層広げていくために、「基
礎・基本的事項について」や「新しい学習形態に関わる内容」等の先進的な研究を行う。そし

てその成果を積極的に全市に伝達していく。
　⑵　研究の内容
1 　授業実践を通した研究
　　　　　　　　学級活動の授業実践を通して、「事前」「本時」「事後」の各段階で子ども達が学級の諸問題の自主的解決をめざし、望ましい人間関係や健全な生活態度、学級文化等を形成していくための支援・援助のあり方を低・中・高学年ごとに行う授業研究を中心に探究する。
具体的には、各学年の段階に応じて下記の内容を工夫する。
	低学年
	子ども達が仲良く助け合い学級生活を楽しくするとともに、日常生活や学習に進んで取り組もうとする態度の育成に努める。

	中学年
	子ども達が協力し合って楽しい学級生活をつくるとともに、日常生活や学習に意欲的に取り組もうとする態度の育成に努める。

	高学年
	子ども達が信頼し支え合って楽しく豊かな学級や学校の生活をつくると共に、日常の生活や学習に自主的に取り組もうとする態度の育成に努める。


　　　各学年段階においては、さらに次の様な指導ポイントも設定する。
≪低学年の指導ポイント≫
学級活動の基礎づくりの段階である低学年では、学校生活に慣れるように友達と仲よく、楽しく活動する喜びを感じさせることや、活動過程を具体的な活動を通して体験的に理解させることを大切にする。これらの活動を、教師と共にすすめていくようにする。
　　≪中学年の指導ポイント≫
　　　集団意識が育ち、集団活動が活発になりはじめる中学年では、一人一人の考えやよさを生かし、集団としての共通の目標をもち、協力し合い、励まし合って、自主的に活動できるようにすることを大切にする。例えば、計画委員会を組織して自分達で活動計画を立てていけるように活動の各過程を支援し、自信と喜びをもつことができるようにする。
　≪高学年の指導ポイント≫
　　　集団の組織化が高まり、問題解決力も身についてきた高学年では、自覚をもって生活の充実と向上を目指し、自主的、実践的に活動できるようにすることを大切にする。そのため、自発的、自主的な活動が多く展開されるようにする。
②　話合い活動を豊かに支える、支援・援助のあり方を工夫する。
　　　○　参加意欲を高める効果的な「支援・援助」のあり方
　　　　　話合い活動を活発化させ充実していく手立て、意見をもちにくい、なかなか発言できない児童への手立て等についての支援・援助のあり方を工夫する。
　　　○　発言の質を高める「支援・援助」のあり方
　　　　　「つなぐ」「支える」「深める」「つくり出す」「まとめる」等の様々な種類の発言の方法を、実践の過程で活用できるような「全教育活動を見通した支援・援助のあり方」を工夫する。
　　　○　話合いを焦点化したり、深めたりする「支援・援助」のあり方
　　　　　司会、進行の仕方や学級活動ノートの活用法等の支援・援助を中心に、具体的実践過程での話合いのポイントや、それを深める方法を学活以外の教育活動との関連もふまえ工夫する。
　　　○　実践活動の充実を図る「支援・援助」のあり方
　　　　　話合いの決定事項の実践化を、さらに充実させる工夫を学級担任の立場から行う。
　　　　　また、このような話合いの様々な過程を、「５つの段階を踏む問題解決学習となる指導過程」として次のように設定する。授業研究実践は、この５段階の指導過程を必ず踏まえるようにする。学級活動を望ましい集団活動にするには学級活動を児童の主体的活動、問題を自分の事としてとらえられるようにしていくことが大切である。学級活動の１つの活動全体を「事前・本時・事後」と大きくとらえ、児童がいずれかの過程でその議題（問題）を「自分事」としてとらえられるよう全段階において細かく支援・援助していくようにし、どの段階で、どのような現状の児童に、どのような手立てを打てばよいかを研究していく。
　　③　学級活動の各活動の過程や児童の変容について総合的に評価する方法を工夫する。また、評価の結果を指導に生かす内容や方法を練り上げる。
○　「学級の諸問題を解決するための話合い活動」を積み重ねることで集団育成を図った過程で具体的にどのような活動を実践し、子ども達はどのように変容していったか等をまとめる。
○　学級活動ノートの「評価欄」を活用して子ども達の記述内容を通して、彼等の変容を調査して、実践化・生活化につながる「評価のあり方」について実践的に研究する。
«学級活動における５段階の指導過程»
	段　　階
	活動内容
	支援･援助

	意識化
	進んで問題をみつける。問題に気付く。
	問題をみつけ解決していく意欲を高める。計画委員会の指導につなげる。

	共通・共同化
	問題を絞る。全員の問題に広げる。自分の考えをもつ。　
	計画委員会で問題を焦点化させる。朝の会等で全員の問題として捉えさせる。学級活動ノート（個人用）に自分の考えを書かせる。

	個別・集団化
	話し合って問題を解決する。自己決定、集団決定する。
	学級活動で自主的に話合い、自己決定や集団決定ができるようにする。

	実践化
	決定したことを、協力して実践する。
	実践活動の場や時間を設定して、実践ができるようにする。

	生活化
	日常の生活や、新たに見つけた問題に生かす。
	活動内容や培われたことが、次の題材や日常生活に生かされるようにする。


④　全教育課程との関連を図り、指導に生かす。
○　学級活動をより豊かに実践していくため、学級担任の立場で行う全教育課程の指導や日常的な生活指導等と具体的関連を図りながら、効果的な支援・援助のあり方を工夫する。
○　自主的、実践的活動の特質が豊かに生きる支援・援助のあり方を実践的に研究する。
⑤　学習指導材・掲示物の作成・保管を工夫する。
⑥　各種研修の充実を図る

　◯　各種研修において部内で内容を検討し、学級活動を広める活動を推進する。

　◯　大阪市以外の各団体の研修会にも積極的に参加・発表し、研究内容を広く交流する。
⑶　学級活動年間指導計画展開例の補充
　　研究授業を実施し、「学級活動年間指導計画展開例」に展開例として補充する。
⑷　研究成果を広める
　　学級活動部で研究、研修してきた内容を研究紀要等にまとめ、研究発表等でも広く発表する。
４　授業研究・研究発表・執筆活動等の予定
○　新任教員特別活動研修会①（６月１１日）　於：大阪市立関目小学校
　　授業公開　　　関目小学校　　吉田　慶子　教諭

基本研修　　　長橋小学校　　名和　大樹　教諭
講　　座　　　関目小学校　　吉田　慶子　教諭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関目小学校　　松井　隆子　教諭
◯　小学校教育課程研修会（８月１９日）

発表者　　　（長吉南小学校　〆野　真美絵教諭　北中島小学校　河島　志保　教諭）
　  ○　学習指導基本研修会（８月１９日）　　　基本研修　　桑津小学校　大石　浩之　校長　
○　特別活動研修会　（８月２６日）　　　　発表者　　　加美東小学校　松本　京子　教諭
●　授業研究【中学年部】（10月２７日）　　授業者      加島小学校　浮田　麻未　教諭

　　　　題材「チーム４の２集会」をしよう　　　　　　　　　　　　（第４学年）

●　授業研究【高学年部】（11月１０日）　　授業者      喜連西小学校　中西　正行　教諭

　　　　題材「４年生とのふれあい交流集会を成功させよう」　　　　（第６学年）

●　授業研究【低学年部】（11月２７日）　　授業者      友渕小学校　田原　聡　教諭

　　　　題材「みんなでやろう学年集会」　　　　　　　　　　　　　（第２学年）
○　新任教員特別活動研修会②（１月１３日）　於：教育センター
　　　講話　（加美東小学校　濱川　昌人　校長　　　桑津小学校　　大石　浩之　校長

　　　　　　　聖和小学校　　土井　一弘　教頭　　　鶴見南小学校　藤澤　雅和　教諭　）
◎　総合研究発表会　中間発表会（２月１９日　15時～）　　於：教育センター
○　日本特別活動学会第24回近畿大会（８月２２日～２３日）

　　自由研究第１分科会「学級活動を中心とした学級経営の充実　～学級担任の立場から考える～」

　　　発表者　中泉尾小学校　中村　麻美　教諭　

　　 課題研究３「ちがいを超えて共に育つための話合い活動」

発表者　長橋小学校　　名和　大樹　教諭

○　小６教育技術（小学館）執筆（平成27年度分10回執筆、学級活動部より４名）

　　　執筆者　加美東小学校　濱川　昌人　校長　　　西九条小学校　加藤　敦子　教諭

　　　　　　　南小学校　　　谷輪　優子　教諭　　　長橋小学校　　名和　大樹　教諭
５　補足
授業研究のあり方は、基本的には従来の方法とは変わらない。しかし、学級担任として学級活動（特に本時）を成立させていくには、これまで指導案に表れなかった部分（学級経営上、この部分が極めて重要）をできるだけ明確にして指導案等に入れ込んでいくようにする。「その部分をどう指導していくか」で本時の内容が豊かになるか否か分かれてしまう箇所がある。それが参観者に十分に分からぬまま実践を見ても、学級経営に根差した学級活動の実践の真の意味は伝わらない。「素晴らしい実践だった」と単に感心させるだけの結果となる。授業研究、指導案は基本的に従来通りであるが、この趣旨が生きる研究のあり方を低・中・高学年部の常時の研究活動、さらに課題別に臨時に設ける研究グループ活動等によって、今後一層工夫していくつもりである。　
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